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師師師 走走走

学生時代に５年間御世話になった男子学生寮

の北溟（ほくめい）寮が来年で廃寮になると耳

にしました。

規模としては日本海側最大で、歴史は正確に

は判りませんがかなり古くからあり、現在の鉄

筋コンクリート４階建てのものは少なくとも３

～４代目のはずです。

私が入寮した当時は、新一年生がいきなり食

堂に集められ、そのまま三日三晩徹夜で寮歌を

叩き込まれました。楽譜があっても読めません

が、もとよりそんなものがあるはずも無く、校

歌を含む６曲すべてが口伝え。

夢中で唸っていると先輩から突き出される一

升瓶をラッパ飲み。酔いと高揚感から最後の寮

歌歌唱には、厳しい先輩方も自ずから唱和し、

百数十名が一つになって歌い上げる感動も味わ

いました。

まさにバンカラを地でいく寮風だったと思い

ます。

この寮で上下入り乱れて暮らしを共にし、喧

嘩もしましたし、大先輩から薫陶も受け、数え

切れない学びと経験を得ました。それらのつな

がりは、30年近くたった今でも続いています。

さらにまた、この寮では春先、毎週末各階に

ある和室でコンパがあり、近隣の女子学生を集

めて大騒ぎ。恋愛もまた、学ばせていただきま

した。そして家内と知り合ったのも、この寮で

開かれたクリスマスコンパでした。

思えば、自分の人生を大きく変えた寮生活。

そのすべてが掛け替えの無い宝物です。

しかし、建物としての寮は数年で消える運命

です。時代の流れを思い知らされました。記憶

としての寮は消えない。ということを頼りにす

るしかありません。

今年も早、師走。御身大切にご自愛の上、善

き年越をお迎えください。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

秋田県乳頭温泉

鶴の湯にて

by ham a

本ニュースにレギュラー執筆

していただいている川畠さん

が「能登の夜市」の姉妹店を

開店されました。

上京された際、ご利用になっ

てみてください。

もちろん、川畠さんご自身も

お店に立っておられます。

日本酒バルChintara

03-6427-8183

17:00～24:00

金曜17:00～28:00日曜祝休

渋谷区道玄坂2-19-3ライオンズマン

ション道玄坂1階



濱
の
つ
ぶ
や
き

『

財
源

』

先
月
は
個
人
の
収
入
源
に
は
労
働
収
入
と
権
利
収
入
の
二

つ
し
か
な
い
こ
と
を
紹
介
し
た
。
収
入
源
の
タ
イ
プ
は
、
企
業
・

団
体
に
お
い
て
も
、
全
く
同
じ
で
あ
る
。

◆
◆
◆

石
川
県
地
域
づ
く
り
協
会
で
専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
仰

せ
つ
か
っ
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
活
動
の
悩
み
の
一
つ
に
「
資
金
調
達
」
が
あ
る
。

か
つ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
制
定
さ
れ
る
前
後
、
米
国
で
も
最
も
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
視
察
を
敢
行
こ
と
が
あ
る
。

経
済
界
か
ら
尊
重
さ
れ
る
経
営
学
修
士
の
資
格
を
持
つ
人

が
事
務
局
長
に
採
用
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
彼
の
地
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
先
進
ぶ
り
に
は
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
そ
の
先
進
地
で
あ
っ
て
も
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
、
す
な
わ
ち
資
金
調
達
は
、
役
員
・
事
務
局
を
悩
ま
せ
る
重

要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
。

◆
◆
◆

労
働
収
入
に
は
、
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
時
間
給
。
一
時
間
当
た
り
幾
ら
で
働
く
も
の
で
、

該
当
者
と
し
て
真
っ
先
に
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
連
想
す
る

が
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
押
し
て
残
業
代
を
清
算
す
る
日
給
・
日

給
月
給
制
で
働
く
正
社
員
も
基
本
的
に
時
間
給
が
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
無
い
。

も
う
一
つ
の
労
働
収
入
形
式
は
、
職
能
給
。
医
師
・
弁
護
士

と
い
っ
た
難
関
資
格
を
得
て
開
業
す
る
場
合
、
社
長
と
な
っ
て

起
業
す
る
場
合
な
ど
が
該
当
す
る
。
時
間
給
が
固
定
さ
れ
て
い

る
前
者
に
比
べ
、
収
入
を
労
働
時
間
で
割
っ
て
時
給
換
算
す
る

と
、
一
般
的
に
高
い
時
給
と
な
り
効
率
的
に
所
得
が
得
ら
れ

る
。
つ
ま
り
一
般
的
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
よ
り
も
高
い
時
給
を
手

に
入
れ
る
た
め
に
、
勉
学
に
勤
し
み
高
効
率
の
時
給
を
得
ら
れ

る
地
位
を
獲
得
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
よ
り
髙
い
収
入
を
得
よ
う
と
す

る
と
、
源
泉
と
な
る
時
間
を
、
よ
り
多
く
労
働
に
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
多
忙
を
極
め
る
こ
と
に
な
る
。

齢
百
歳
を
越
え
て
な
お
現
役
と
し
て
著
名
な
聖
路
加
国
際

病
院
名
誉
院
長
の
日
野
原
重
明
先
生
は
「
命
と
は
、
死
ぬ
ま
で

に
残
さ
れ
た
時
間
の
こ
と
で
あ
る
」
と
仰
っ
て
い
る
。
け
だ
し

名
言
だ
。
だ
と
す
る
と
、「
自
分
の
時
間
（
人
生
の
残
り
時
間
）
」

を
労
働
に
多
く
供
出
す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
命
を
捧
げ
て
い

る
・
切
売
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

◆
◆
◆

一
方
、
権
利
収
入
に
は
、
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
最
も
華
や
か
な
能
力
切
売
型
。
作
家
・
作
曲
家

な
ど
本
や
曲
と
い
っ
た
作
品
が
買
わ
れ
た
際
に
印
税
が
発
生

す
る
職
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
タ
イ
プ
で
飯
を
喰
う
た
め

に
は
、
高
い
能
力
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
能
力
は
「
売

れ
る
作
品
を
生
み
出
せ
る
」
能
力
で
あ
る
。
一
時
期
流
行
っ
て

持
て
囃
さ
れ
て
も
、
時
代
が
変
わ
り
売
れ
な
く
な
れ
ば
、
や
が

て
権
利
収
入
の
源
は
枯
渇
す
る
。

天
賦
の
才
・
行
動
と
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ
し
た
際
に

恵
ま
れ
る
稀
有
で
幸
福
な
収
入
源
で
あ
ろ
う
。

次
の
タ
イ
プ
は
、
資
産
運
用
型
で
あ
る
。
駅
前
や
繁
華
街
の

一
等
地
に
土
地
を
持
っ
て
い
て
、
駐
車
場
収
入
が
あ
る
例
や
、

ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
家
賃
収
入
を
得
て
い
る
な
ど
の

人
・
企
業
が
こ
れ
に
当
た
る
。

激
し
い
労
働
収
入
の
結
果
得
た
高
額
所
得
や
、
株
の
配
当
・
宝

く
じ
の
高
額
当
選
を
原
資
に
充
て
る
以
外
、
資
産
家
の
子
息
と
し

て
生
ま
れ
た
場
合
に
恩
恵
に
被
る
こ
と
が
で
き
る
収
入
タ
イ
プ

で
あ
る
。

一
見
、
能
力
切
売
型
よ
り
も
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
が
ち

だ
が
、
鉄
道
や
道
路
な
ど
の
新
規
開
発
や
、
集
客
施
設
の
移
転
な

ど
、
自
ら
に
よ
ら
な
い
原
因
で
資
産
運
用
に
波
が
生
じ
た
際
、
取

り
返
し
が
つ
き
に
く
い
。

よ
り
高
い
安
定
を
求
め
て
、
多
地
域
展
開
を
図
る
リ
ス
ク
対
策

が
必
要
で
、
そ
う
な
る
と
果
て
し
な
い
資
産
獲
得
・
運
用
ル
ー
プ

に
入
る
。

権
利
収
入
と
し
て
最
後
の
タ
イ
プ
は
、
仕
組
運
用
型
。
実
は
普

通
に
最
も
御
世
話
に
な
っ
て
い
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
電
力
・
ガ
ス
・

水
道
と
い
っ
た
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
系
の
事
業
は
、
一
旦
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
、
供
給
が
始
ま
る
と

ほ
ぼ
安
定
的
に
需
要
と
供
給
が
発
生
す
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
近
い

物
が
電
話
・
ネ
ッ
ト
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
情
報
・
通
信
系

事
業
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
有
料
道
路
・
橋
、
鉄
道
な
ど
経
済
の
動
脈
で
あ
る
交

通
系
も
該
当
す
る
。
こ
こ
ま
で
の
例
は
、
か
つ
て
ほ
と
ん
ど
が
公

共
事
業
と
し
て
営
ま
れ
、
一
部
は
時
代
潮
流
に
よ
っ
て
民
営
化
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
穿
っ
て
み
る
と
税
金
と
い
う
仕
組
み
も
、
こ

の
タ
イ
プ
に
含
ま
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
近
年
急
速
に
飲
食
店
・
コ
ン
ビ
ニ
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
各
種

業
態
で
の
チ
ェ
ー
ン
展
開
が
進
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
部
の

立
場
に
立
て
ば
、
多
店
舗
展
開
す
る
ほ
ど
平
均
し
た
一
店
舗
当
た

り
の
収
入
は
安
定
的
に
予
測
可
能
で
あ
る
か
ら
、
権
利
収
入
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
た
だ
し
各
店
舗
は
労
働
収
入
形
式
で
売

上
を
上
げ
て
い
る
）

◆
◆
◆

こ
う
し
て
権
利
収
入
の
構
造
を
見
て
み
る
と
、
遺
産
と
し
て
受

け
継
ぐ
以
外
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
権
利
的
収
入
を
構
築
す
る
た

め
に
は
「
無
収
入
で
働
い
て
い
る
期
間
が
事
前
に
あ
る
」
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
完
全
な
不
労
収
入
は
資
産
継

承
以
外
に
は
存
在
し
な
い
。

つ
ま
り
、
近
年
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
開
発
」
と
称
さ
れ
る
動

き
は
須
ら
く
「
仕
組
運
用
型
権
利
収
入
」
を
獲
得
す
べ
く
「
ビ
ジ

ネ
ス
の
仕
組
み
」
を
構
想
・
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

◆
◆
◆

労
働
収
入
が
下
策
で
、
権
利
収
入
を
賛
美
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。労

働
収
入
し
か
知
ら
な
い
で
検
討
さ
れ
る
財
源
確
保
策
、
す
な

わ
ち
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
、
権
利
収
入
も
知
り
、
両
者
の
特
長
を

踏
ま
え
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
検
討
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
、
い

ず
れ
が
企
業
や
組
織
の
活
動
を
安
定
さ
せ
、
長
寿
命
化
さ
れ
得
る

か
を
論
じ
て
い
る
。

自
ら
が
喰
う
た
め
に
働
く
こ
と
で
精
一
杯
な
人
・
団
体
と
、
そ

れ
に
意
識
ぜ
ず
と
も
よ
く
、
持
て
る
能
力
を
世
に
問
う
方
向
に
の

み
専
念
で
き
る
人
・
団
体
と
、
い
ず
れ
が
周
囲
に
影
響
を
与
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
。

使
命
が
社
会
貢
献
で
あ
る
と
い
う
企
業
・
団
体
の
場
合
、
当
然

の
ご
と
く
後
者
で
在
ら
ね
ば
、
使
命
を
全
う
す
る
こ
と
な
ど
で
き

る
は
ず
が
な
い
。
と
は
い
え
ま
い
か
。



2014年もあと1カ月足らずとなり、2020年の東京オリンピックまであと5年と半年とな

りました。海外からの来訪客に対して日本の『おもてなし』の準備が進められていますが、

いまだ会場やハード面でのごたごたは続いているようです。

しかしオリンピックの話題以前に東京の飲食業においては外国人客への対応については大

きな取組課題となっております。

・外国語対応のメニューブックを準備しているか？

・外国語をしゃべれるスタッフはいるか？

・宗教上制限されている食材への対応はできているか？

等々が主な取組なのですが、これがお店にとっては非常にコスト高になるものです。また、

それに見合う対価が得られるのか？もっと言えば、外国人を顧客ターゲットとして重要視す

るのか？という点において私は外国人客というものに対しては疑問視しています。

あくまでも当店にいらしたお客様で多かったケースなのですが

①要望が非常に多い。それも対応が困難なものが。例えば、

・自分たちがいる時間は店を禁煙にしてくれないか？

⇒他の常連さんの方が大切なのでもちろん断ります。

・お酒は全て持ち込みたい。

⇒商売にならないのでもちろん断ります。

・食材の指定がある。

⇒できる限りは対応しますが、中には『それがなかったらメニューとして成り立たない

でしょ』というものも。

②マナーがあまりよろしくない

・声がうるさい ⇒身体も大きいから声量もはんぱないです

・食べ方が汚い

⇒床には食べカス、テープルの上はべとべと、おしぼりには鼻水と。。。。

・閉店時間になってもなかなか帰ろうとしない

⇒何回も言わないといけないのですが、腰の重さは能登のノンベエ以上です。

③お金をあまり使わない

これは外食(外で呑む事)に対する考え方の違いかもしれませんが、おおくのお客様が

・ドリンクは多くても2杯

⇒ビールジョッキを腕組んで呑んでいるイメージが。。。。違う国か。

・お食事は一人一皿

⇒大半のお客様に見受けられます。そういった慣習があるのでしょうか？

というケースが多く、そのわりに長時間お店に滞在するという始末。

全てのお客様がということではないですが、当社の店舗が渋谷・恵比寿・目黒といった都

内でも、高所得な外国人居住者や勤務者が多数いるエリアに立地していても、外国人客をビ

ジネスターゲットとして位置付けるのは非常に難しいのです。

しかし、これからの日本人の消費力低下等の予見される要因を考えると、そう言ってられ

ない日も近いのかも知れませんがマネタイズの側面だけでなく『相互に補完と信頼関係を築

けるお客様(常連さん)を何よりも大切にする』という点において、今は重要な顧客層ではない

ということなんです。

ちなみに、たまたまではありますが当社では各お店に英語がしゃべれるスタッフがおり、

かつ目黒にある能登の郷土料理屋にいたっては、能登に居住経験もある外国人スタッフが常

駐しております。

「きただより」では、東北新幹線青森開業前と開業後の状況を2008年10月か

ら不定期に８回レポートしてきたが、もう2016年３月の北海道新幹線（新青森～

新函館北斗）開業が迫ってきた。青森県としては、2002年12月の八戸開業、

2010年12月の新青森駅開業に続き、実に３度目の新幹線開業となる。今回は、

青森県津軽半島北部に「奥津軽いまべつ」駅が開業する。７文字の駅名は新幹線駅

として最長であるが、駅名のいきさつから述べてみたい。

駅が設置される今別町は、2014年８月31日現在、人口3,034人（住民基本台

帳）であり、全国の新幹線停車駅で最少の人口規模の町となる。町の2005～

2010年の人口減少率15.7％と2010年の高齢化率44.1％という数字（国勢調

査）は、青森県で一番高くなっている。厳しい数値が並ぶなか町では、活性化のた

め新幹線開業に寄せる期待が大きい。

奥津軽であるが、どの地域を指すものなのか。青森県民でも認識している人はか

なり少ない。そもそも奥津軽という地名、広域を指す地域名称は存在しない。

五所川原市観光協会が管理する「青森県奥津軽観光サイト」によれば、奥津軽は

西津軽・北津軽の五所川原市、つがる市など７市町村とされている。これだとまさ

に津軽平野の真ん中である板柳町、鶴田町といった穀倉地帯や、青森県では昔から

西海岸・西浜と呼ばれている鰺ヶ沢町や深浦町を含んでしまい、あえて奥津軽とく

くる必要がある地域ではない。

以下は私見である。青森県奥津軽観光サイトの記載は、郡単位で区分しただけの

ことでしかない。そもそも「奥津軽」という語は、かなり不確かな記憶であるが

15～20年くらい前に観光関係のパンフレットか冊子に登場したのが最初ではない

かと思う。実質は五所川原市より北部の津軽半島地域を指していると考えられ、東

津軽郡に属する津軽半島北部も含んだ地域のことと思われる。そうすると今別町も

含まれる。そして、新幹線駅の仮称が2007年に「奥津軽駅」となり、2014年６

月に青森県や今別町の要望を受け入れ「奥津軽いまべつ駅」となった。「いまべ

つ」がひらがなになったのは、漢字だけで堅苦しいものでなくという町からの要望

をＪＲ北海道が受け入れたとのことである。

奥津軽いまべつ駅は、現在、津軽海峡線の津軽今別駅として運用（１日２往復の

特急が停車）され、新幹線が開業しても新青森駅以南と劇的に時間短縮が図られる

ものではない。開業後は今以上の列車は停車するであろうが、何本停車するのかは

最大の問題である。町では北海道側の最初の停車駅ができる木古内町と共同で、こ

の問題を逆手に取り「日本一小さい新幹線のまちキャンペーン」として、「２つの

まちに停車する新幹線の本数を当てるクイズ」を実施し駅のＰＲに努めている。

駅の利用に関しては、今別町及び利用圏域にあたる人口も少なく多くのビジネス

需要が望めないなか、これまで津軽国定公園としながらも繋がりが希薄であった津

軽半島に点在する竜飛岬・十三湖などの自然資源や太宰治や義経伝説関連サイトな

ど歴史文化資源等を結びつける広域観光の中継基地としての役割を期待したい。ま

た、生活交通は自家用車利用がほとんどの地域であるが、半島北部から青森市への

日常生活の生命線の一つとしても使えるダイヤ編成を望みたいところである。

きただより67 弘前大学地域社会研究会 上村 康之

『 北海道新幹線開業に向けて（１）～奥津軽いまべつ駅 』
『 外国人客への対応とジレンマ 』
株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩



ンで食事をした。コサックダンスに代表されるロシ

アの伝統的なダンスをアレンジしたものを披露して

くれた。その夜はお客が少なく、ダンスの時に席を

移動して目の前で見られたことはラッキーだった。

翌日、モスクワに向かう前にイサク聖堂のドーム

の展望台に登り、サンクトペテルブルクの街を上か

ら別れを偲んだ。

超高速鉄道“スコラスノーイ”でモスクワに移動する。サンクトペテル

ブルクにある行き先の地名をつけたモスクワ駅から乗車した。逆にモスク

ワにはサンクトペテルブルクではなく旧名のレニングラード駅がある。ホ

テルからスーツケースを転がして駅に向かった。

歩道は大きな石が敷き詰められているので比較的

移動しやすい。途中途中には公園があり像があ

る。数多いベンチと遊具、手入れの行き届いた芝

と幾何学模様の花壇、これがロシアの公園にセッ

トされている。

モスクワ駅に到着するけど改札口はない、乗り込む車両入り口の前に係

員が立っていて、長女が英国の旅行社を通じて手配したEチケットとパス

ポートを見せて無事乗車した。13:45発でモスクワ着が18:15、４時間半

の旅となる。料金は飛行機より高い。でもロシア

の大地の風景を眺めながら食堂車にも乗って移動

する魅力は大きい。 列車はひたすら長い。スァー

スト、ビジネス、エコノミーに分かれ、我らはエ

コノミーに乗り込んだ。ホームと車両の広い隙間

を気にしつつ中に入り込むとすぐにスーツケース

置場が、さらに進むとコート置場がある。冬に厚

着を強いられるロシアならではの設備だ。天井か

らはモニターが下がっていて、この列車の説明

が、積み込まれている惣菜の作る過程までの映像

も含め流されていた。その後はアラビアのロレン

スらしき映画が流された。

車両は残念ながら日本製ではなく、シーメンス、ドイツ製だった。新幹線

に比べ一回り小さな断面を持つ車両内は静かだった。スタート時の加速を

終え、一定になった速度は200㎞/hを示していた。（つづく）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』ロシアへの旅③ 2014.8.29～9.6

静岡県小山町経済建設部専門監 溝口 久

噴水に使われている水は、いったん上の庭園まで

引き上げられ、その高低差の圧が利用されている。

ただ水を噴き上げているだけでなく、吹き出しノズ

ルに動きもある。これら仕掛けも含め当時のままに

噴水が健在していることが素晴らしい。この日、大

宮殿中には休館日で見ることができなかったが、下

に広がる公園だけでも充分だ。死ぬまでに一度は見ておきたい“ペテル

ゴーフ”である。

高速船で来た路を戻り、次は“血の上の救世主教

会”に向かった。物騒な名前のついたこの教会は、

1881年3月1日に皇帝アレキサンドル2世がテロ

により殺害され、息子の3世が父の死を悼み、テロ

にあったこの場所に建てたものだ。25年の歳月と

多額の費用をかけた壮大な建築だ。カラフルな“ね

ぎぼうず”が特徴的で、内外装ともに豪華なモザイ

クで覆われている。当時の一流の画家たちがキリス

ト、聖人、天使、聖書における話を絵“イコン”に

し、それをモザイク壁画に仕上げる。緻密で美しい

“イコン”が天井までも覆い尽くしている。団体客

はガイドの話を各々が持つイヤホン付きの受信機で

聴いているが、我々個人客にはそれはない。ここに

は幸い日本語の音声ガイド器があった。眼にするも

のの意味がよくわかりありがたい。ロシアの旅行中

にミュージアム、聖堂、教会にいくつも入ったが、

エルミタージュ美術館とこの救世主教会にしか、音

声ガイドはなかった。

ところで教会と大聖堂って何が違うのかな？教会

はチャーチで大聖堂はカテドラル、教会が総称で司

教座のある教会のことを大聖堂と言う。

この夜は20時からショーのあるロシアレストラ


